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研究成果の概要（和文）：本研究は、第二外国語としての中国語教育における「学習／教育到達指標の新基準」
の提案とその内容の実証的調査、検証を目的とする。具体的には、CEFR（Common European Framework of 
Reference for Languages: learning, teaching, assessment、ヨーロッパ言語共通参照枠の略称。以下CEFRと
略す。）を参考にして、中国語学習／教育到達指標について「～をすることができる」という具体的なことばの
機能を中心にした CAN-DO リストを開発し、またCAN-DO リストを活用した教育実践も行った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to propose a new criterion for learning/teaching 
benchmarks in Chinese as a second foreign language education, and to empirically investigate and 
validate its content. Specifically, with reference to the CEFR (Common European Framework of 
Reference for Languages: learning, teaching, assessment), the study develops a CAN-DO list focusing 
on specific functional expressions of "what learners can do" in Chinese language 
learning/educational benchmarks. In addition, pedagogical practices using the CAN-DO list were 
carried out.

研究分野：外国語教育学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中国語教育で求められる中国語運用能力について先行研究があるが、しかし、多くの先行研究は専門科目として
の中国語教育についての考察であり、第二外国語としての中国語教育についてはほぼ研究されてない。作られた
CAN－DOリストを用いて、学生たちと一緒にCAN-DOリストを分解し、個々人がそれに対する理解の確認シートを
作ることで、「～することができる」という学習目標までのステップが可視化され、自分は目標達成するために
何をすれば良いのかが分かる。それによって、学生が主体になり、自立した学習をしやすくなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

第二外国語としての中国語教育は専門として行う中国語教育と違って、多くの場合、統一

した教育目標もなければ、教育内容も、教科書も担当の教員に任せて授業を行うことが多い。

また、多くの中国語の授業では、伝統的な文法や構造を中心としたシラバスが採用され、文

法項目の説明や、発音の訓練、それから構文・単語の暗記などが中心になっている（寺西、

2012）。これと対照的に、中国語教育以外の外国語教育分野では、コミュニケーション重視、

機能中心、学習者中心といった新たな教育/学習法が開発されてきた。これらの成果を中国

語教育にも反映させるべきだと思われる。本研究では、2001 年に欧州評議会が策定した 

CEFR （Common European Framework of Reference for Languages）を参考に、教員、

教科書に依存した教育方法を改善し、学習者が主体になれる教育/学習法の開発を試みる。 

 
２．研究の目的 

現在、CEFR や Can-do 記述リストの概念は日本の外国語教育分野に幅広く応用さ

れている。本研究では、第二外国語としての中国語教育において、コミュニケーション

能力を育成するための学生の実情に対応した学習／教育到達目標をCan-do 記述リス

トの形で作成し、学習者が主体となれる教育実践を行う。 

 

３．研究の方法 

本研究は大きく分けて三段階からなる。第一段階では第二外国語としての中国語教育に

おける学習／教育到達指標の新基準を提案し、学習／教育目標としての Can-do 記述リス

トを作成する。第二外国語としての中国語の授業において、「何ができる」という学生が修

得すべき学習成果を具体的かつ明確的に示したい。第二段階ではその Can-do 記述リスト

についての実証的調査を通して難易度のレベル付けする。第三段階では、作られた Can-do

記述リストを用いて、学生が主体になり、自立／自律した学習ができるように教育実践を行

う。それぞれの段階において、下記のことを行った。 

第一段階である Can-do 記述リストの作成は、言語能力、CEFR などについての理論的な

考察、使っている教科書の分析、学生のニーズ調査の 4 つのステップを踏んで研究を行っ

た。 

第二段階では、前年度で作成した Can-do 記述リストに対して、学期末に学生に現時点でど

こまでできるかについて、彼らの自己評価を尋ねた。学生の「できる」、「あまりできない」

と「できない」の順に項目の難易度をレベル付けした。 

第三段階である Can-do 記述リストを用いて、教育実践の実施には、二つのステップ、すな

わち、１Can-do 記述リストの各項目に対する学生の理解確認とチェックリストの作成、２

パフォーマンステストを行い、チェックリストを用いて内省を促す、と二つのことを行った。 

 

４．研究成果 

2019 年度では、第二外国語としての中国語教育において求められる中国語運用能力とは

何か、および中国語教育における CEFR の適用可能性について考察した。中国語教育で求

められる中国語運用能力についてたくさんの先行研究があるが、しかし、多くの先行研究は

専門科目としての中国語教育についての考察であり、第二外国語としての中国語教育につ

いてはほぼ研究されてない。専門科目として中国語を学ぶ場合と比べて、第二外国語として
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の中国語教育は時間が不足で（週 １～2 コマ、1 回 90 分，1 学期 15 回と考えた場合、単

純計算で一年 45～90 時間しかない）、一般教養科目であるため、クラスサイズも大きい（50

人以上）ことが多い。何をどのようにどこまで教えればよいのかは難しい問題である。専門

科目としての中国語教育と同じ着眼点、教育内容で教えることは無理がある。従って、第二

外国語としての中国語教育の学習内容を精選する必要がある。 第二外国語教育における

CEFR の適用可能性についての考察は主に CEFR で主張する複言語／複文化の概念及び機

能中心の考え方について分析し、日本における第二外国語教育への適用可能性について考

察を行った。複言語主義の言語教育は、英語のみならず、学習する言語を複数化にし、 複

層的な言語文化的他者性の発見から自分のアイデンティティの確定を目指すものである

（富盛、2020）。この点は日本の高等教育機関における第二外国語教育の理念と合致してい

る。複言語主義も、行動中心主義の Can-do 記述リストもヨーロッパ発祥ではあるが、日本

の外国語教育にとって、示唆に富むものであると考えられる。 

令和元年は以下 2 つの研究活動を行った。一つは第二外国語としての中国語の授業の教

育/学習項目をまとめることであった。もう一つはそれを用いて、中国語を学ぶ日本人大学

生を対象にアンケート調査を実施したことである。 教育/学習項目リストの作りに当たって、

まず第二外国語としての中国語授業で使っている教科書の分析を行った。今までどのよう

な内容を教えてきたのかについて、教科書に載っている学習内容を洗い出し、Can-do 記述

リストの形で教育/学習項目のリストを作った。こうすることによって、学生の「～するこ

とができるはず」の能力項目リストをまとめ、学生向けのアンケート用紙を作成した。 そ

の後、作成したアンケート用紙を用いて、中国語を第二外国語として学んでいる大学生を対

象にアンケート調査を実施した。アンケート調査には二つのセクションが含まれる。セクシ

ョン 1 は中国語の授業を受けて、何ができるようになりたい（何を勉強したい）のかを尋ね

るものであった。もし学習したい項目がアンケート用紙になければ、書き加えるようにと学

生に求めた。この時点で、Can-do 記述リストは「コミュニケーション言語活動 Can-do 記

述文」、「コミュニケーション言語能力 Can-do 記述文」、「方略 Can-do 記述文」と 3 種類の

能力記述文が含まれ、全 54 項目のものとなった。 

令和 2 年では、前年度で作成した Can-do 記述リストに対して、学期末に学生に現時点で

どこまでできるかについて、彼らの自己評価を尋ねた。学生の「できる」、「あまりできない」

と「できない」の順に項目の難易度をレベル付けした。  

本来では、2020 年度において、学生の自己評定と実際のパフォーマンスが適切な関連性

を持つのかを検証し、上記 Can-do 記述リストの妥当性の検証を行う予定であった。しか

し、コロナの関係で、出張(言語習熟度が高い学生を対象にするパフォーマンス評価を行う

ため）は全くできず、学生の実際のパフォーマ ンス評価はできなかった。そのため、科研

費補助事業期間の延長手続きを行った。 

2021 年度では、コロナの中で、計画通りの研究が遅くなりつつ、生徒・教師共に活用で

きる Can-do 記述リストに改良しようと考えた。それまでに作られて Can-do 記述リスト

を今後教育／学習の中でどう生かすかについて検討した。学生たちが学習の中で Can-do 記

述 リストに沿った評価基準を意識し、振り返りシートを記入することで、今後の学習課題

などについて、自己評価及び自己分析をさせた。 

2022 年では作られた Can-do リストを用いて、学生たちと一緒に Can-do リストを分解
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し、振り返りシートを作る教育実践を行った。具体的次の 2 つの活動を行った。 

一つは Can-do 尺度の下線部のキーワードを中心に、具体的どういうことをできれば良

いのかを学生と一緒に考えていくことである。例えば、「自己紹介ができる」という Can-do

記述に対して、今まで習った言語知識を用い、どのような語彙をどう話せば「自己紹介がで

きる」と言えるのかを学生たちにイメージさせて、箇条書きで「自己紹介ができる」と言え

るチェックリストを作った。 

もう一つは期末テストの際に、中国語学習者を対象にパフォーマンステストを行った。テ

ストの前の復習の段階も、テスト後の反省の段階も 1 で作ったチェックリストを用いて内

省を行ってもらった。上述のことを行うことにより、「～することができる」までのステッ

プが可視化され、次は何をやれば良いのかが分かりやすく、次の学習の取り組みへと動機づ

けられる。また、学生の自律／自立した学習のきっかけにもなった。 
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